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(57)【要約】
　【課題】撮影間隔を従来よりも短くすることの可能な
、先羽根と後羽根を備えているノーマリーオープン方式
のカメラ用フォーカルプレンシャッタ、及びそれを備え
たデジタルカメラを提供すること。
　【解決手段】後羽根用駆動機構が、後羽根用第１駆動
部材１１と後羽根用第２駆動部材１２とで構成されてお
り、セット作動の開始時には係止部材１７によって後羽
根用第１駆動部材１１を係止して後羽根を閉じ状態にし
たまま、後羽根用第２駆動部材１２だけを駆動ばねの付
勢力に抗して回転させ、セット作動の最終段階でその係
止を解除することによって後羽根用セットばね３１の付
勢力で後羽根用第１駆動部材１１の回転を可能にし、後
羽根を開き状態にする。そのため、撮像素子から撮像情
報を情報処理回路を介して記憶装置に転送する時間を考
慮せずに、セット作動を開始させることが可能になる。
【選択図】　図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　セット状態ではセット部材がセット位置にあることにより露光作動終了時と同様に先羽
根を露光開口から退かせておりセット部材の復帰作動時には先羽根に露光開口を覆わせる
先羽根用駆動手段と、セット部材のセット作動時には係止部材に係止されていて後羽根を
露光開口を覆った状態のままにしておきセット部材がセット位置に達する直前になって該
係止部材による係止が解かれると後羽根を露光開口から退かせる後羽根用第１駆動部材と
、セット部材のセット作動によってセット方向に回転され露光作動時には後羽根用第１駆
動部材を露光作動方向に回転させ後羽根に露光開口を覆わせる後羽根用第２駆動部材と、
を備えていることを特徴とするカメラ用フォーカルプレンシャッタ。
【請求項２】
　前記先羽根用駆動手段は、先羽根用駆動ばねにより露光作動方向に付勢された先羽根用
第１駆動部材と、前記先羽根と連結されておりセットばねにより露光作動方向とは反対側
に付勢された先羽根用第２駆動部材と、を含むことを特徴とする請求項１に記載のカメラ
用フォーカルプレンシャッタ。
【請求項３】
　前記セット部材が押動部を有していて、前記係止部材が被押動部を有しており、前記セ
ット部材は、そのセット作動の終了直前において該押動部が該被押動部を押すことによっ
て、前記係止部材による前記後羽根用第１駆動部材の係止を解くようにしたことを特徴と
する請求項１又は２に記載のカメラ用フォーカルプレンシャッタ。
【請求項４】
　前記係止部材は、前記後羽根用第１駆動部材を係止するために、ばねによって一方方向
へ回転する力を与えられており、露光作動終了直前においては、前記後羽根用第１駆動部
材が当接し、該ばねの付勢力に抗して回転させられることによって、前記後羽根用第１駆
動部材の回転を制動する役目も有していることを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに
記載のカメラ用フォーカルプレンシャッタ。
【請求項５】
　前記係止部材は、露光作動終了時において前記後羽根用第１駆動部材がストッパに当接
してバウンドするのを係止する役目も有していることを特徴とする請求項１乃至４のいず
れかに記載のカメラ用フォーカルプレンシャッタ。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれかに記載のカメラ用フォーカルプレンシャッタを備えているこ
とを特徴とするデジタルカメラ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カメラ用フォーカルプレンシャッタ、及びそれを備えたデジタルカメラに関
する。
【背景技術】
【０００２】
　デジタルカメラ用のフォーカルプレンシャッタの中には、先羽根と後羽根という二つの
シャッタ羽根を備えたものがある。この種のフォーカルプレンシャッタは、かつては、フ
ィルムを使用するカメラ用のフォーカルプレンシャッタと実質的に同じ構成をしており、
先羽根用駆動機構が先羽根用駆動部材と先羽根用駆動ばねで構成され、後羽根用駆動機構
が後羽根用駆動部材と後羽根用駆動ばねで構成されていて、先羽根と後羽根が、先羽根用
駆動部材と後羽根用駆動部材に直接連結されており、撮影時には、それらの二つの駆動部
材が先羽根用駆動ばねと後羽根用駆動ばねの付勢力によって順に回転させられ、先羽根が
露光開口を開き、後羽根がその後から閉じていくことによって、ＣＣＤ等の撮像素子の受
光面を露光するようにしていた。
【０００３】
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　そして、先羽根と後羽根による露光作動が終了すると、後羽根が露光開口を覆った状態
で、撮像情報が撮像素子から情報処理回路を介して記憶装置に転送される。その後、直ち
にセット作動が行われるが、そのセット作動は、初期位置から回転させられるセット部材
が、それらの二つの駆動部材を、上記の各々の駆動ばねの付勢力に抗してセット位置まで
逆転させることによって行われた。そのため、この種のフォーカルプレンシャッタは、セ
ット完了状態である撮影待機状態においては、後羽根は露光開口から退いていて、先羽根
が露光開口を覆っていることになる。
【０００４】
　また、次の撮影時に露光作動が行われるまで、上記の二つの駆動部材を回転しないよう
に保持しておく構成には、係止タイプと言われているものと、ダイレクトタイプと言われ
ているものがある。それらのうち、係止タイプというのは、各駆動部材が、セット位置で
各々の係止部材によって係止されているようにしたものである。そのため、セット部材は
、セット作動が終了すると、直ちに初期位置へ復帰するように構成してもよいし、カメラ
のレリーズ時に、先羽根の開き作動に先立って初期位置へ復帰するように構成しても構わ
ない。そして、先羽根と後羽根による上記の露光作動は、各々の係止部材が夫々の電磁石
によって操作され、各駆動部材の係止を順に解くことによって行われる。
【０００５】
　他方、ダイレクトタイプというのは、上記の二つの駆動部材が、各々鉄片部材を備えて
おり、セット部材は、セット作動によって、それらの鉄片部材が、励磁されていない各々
の電磁石に接触した状態になるまで、それらの駆動部材を回転させる構成をしている。そ
のため、セット部材は、その後も初期位置へは復帰せずにその状態を保っていて、次の撮
影に際してカメラのレリーズボタンが押され、各々の電磁石が励磁されることによって、
それらの鉄片部材が吸着保持されると、初期位置へ復帰するようにしたものである。そし
て、先羽根と後羽根の露光作動は、その後、各々の電磁石が消磁し、各鉄片部材の吸着保
持力を順に解くことによって行われる。
【０００６】
　このように、この種のフォーカルプレンシャッタは、係止タイプとして構成されている
場合であってもダイレクトタイプとして構成されている場合であっても、撮影待機状態で
は、露光開口が先羽根によって閉じられているので、この種のフォーカルプレンシャッタ
を採用したデジタルカメラは、光学ファインダを備えているのが普通であった。
【０００７】
　ところで、最近では、フォーカルプレンシャッタを備えたデジタルカメラの場合にも、
レンズシャッタを備えたデジタルカメラの場合と同様に、液晶表示装置などを用いた電子
ファインダを備えることが要求されるようになってきて、かつてのように、光学ファイン
ダだけを備えているものは少なくなり、光学ファインダと電子ファインダの両方を備えた
カメラや、電子ファインダだけを備えたカメラが多くなっている。そして、電子ファイン
ダを採用する場合には、電子ファインダ用の撮像素子を、撮影用の撮像素子とは別に備え
るようにすることも知られているが、両方の機能を一つの撮像素子で兼用させるようにす
るのが一般的となっている。
【０００８】
　ところが、そのような二つの機能を一つの撮像素子で兼用させる場合には、セット状態
では、後羽根だけでなく、先羽根も露光開口から退いた状態にしておき、撮影に際してレ
リーズボタンが押されると、その初期段階において、先羽根を、露光開口を覆った状態に
作動させ、次の段階で、先羽根と後羽根とを順に露光作動させるように構成する必要があ
る。即ち、セット作動時においては、後羽根の方は、露光開口を閉じた状態から開いた状
態に作動させるが、先羽根の方は、露光開口を開いた状態から閉じた状態には作動させな
いようにする必要がある。
【０００９】
　そこで、そのような作動を可能にするために、上記の先羽根用駆動機構を、先羽根に直
接連結させた先羽根用第１駆動部材と、先羽根用駆動ばねによって直接付勢される先羽根
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用第２駆動部材との二つで構成し、上記のセット作動時には、先羽根用第２駆動部材だけ
をセット位置へ作動させ、先羽根を露光開口の開き状態のままにして、電子ファインダで
の被写体像の観察を可能にしておき、撮影に際してレリーズボタンが押されると、その初
期段階において、セット部材をセット位置から初期位置へ復帰させ、その復帰過程におい
て先羽根用第１駆動部材を先羽根用駆動ばねより弱いばね（以下、先羽根用セットばねと
いう）の付勢力で回転させ、先羽根を露光開口の閉じ状態に作動させ、次の段階では、先
羽根用第２駆動部材が先羽根用第１駆動部材を伴って先羽根に露光作動を行わせ、続いて
後羽根用駆動部材が後羽根に露光作動を行わせるようにしたものが下記の特許文献１に記
載されている。
【００１０】
　しかし、特許文献１に記載のフォーカルプレンシャッタは、撮影に際してレリーズボタ
ンが押されると、その初期段階でセット部材が初期位置へ復帰するとき、その復帰作動の
停止直前になってから、上記の先羽根用第１駆動部材を作動させ、先羽根に閉じ作動を行
わせる構成をしている。そして、そのとき、先羽根用第１駆動部材は、先羽根が露光開口
を完全に開いている状態から完全に閉じている状態まで、上記した先羽根用セットばねの
付勢力によって一気に回転させられることになる。そのため、何らかの対策を講じておか
ないと、そのような閉じ作動を停止するとき、先羽根に大きなバウンド（揺れ）が発生し
、それが静まるまでは先羽根の露光作動を開始させることができなくなる。そこで、セッ
ト部材がセット位置から初期位置へ復帰するとき、その作動の初期段階で先羽根用第１駆
動部材を作動させ、早期に先羽根に閉じ作動を開始させてしまうようにしたものが、下記
の特許文献２に記載されている。
【００１１】
　ところが、この特許文献２に記載されているフォーカルプレンシャッタは、撮影に際し
てレリーズボタンが押されたとき、セット部材がその初期位置へ復帰する段階で先羽根用
第１駆動部材を回転し得るようにするための構成が、必ずしも量産上で好ましいものとは
いえない。そこで、セット部材がその初期位置へ復帰する過程では、最初から先羽根用第
１駆動部材が間接的にセット部材に追従して先羽根に閉じ作動を行わせていくようにし、
セット部材がその初期位置へ完全に復帰する前になってその追従関係を解くことにより、
セット部材が初期位置で停止したときには、バウンドが小さくて先羽根が好適に停止して
いるようにした、量産にも極めて有利な構成のフォーカルプレンシャッタが、下記の特許
文献３に記載されている。
【００１２】
　本発明は、これらの特許文献１～３に記載されているように、先羽根用駆動機構が、先
羽根を連結していてシャッタレリーズ後の初期段階において先羽根用セットばねの付勢力
によって先羽根が露光作動開始位置へ達するまで回転させられる先羽根用第１駆動部材と
、露光作動時には先羽根用駆動ばねの付勢力によって回転され先羽根用第１駆動部材を先
羽根用セットばねの付勢力に抗して回転させ先羽根に開き作動を行わせる先羽根用第２駆
動部材とで構成されていて、後羽根駆動機構が、後羽根を連結していて露光作動時には後
羽根用駆動ばねの付勢力によって回転され後羽根に閉じ作動を行わせる後羽根用駆動部材
で構成されており、先羽根用第２駆動部材と後羽根用駆動部材とは、セット部材が初期位
置からセット位置へ作動するとき、前記各駆動部材の付勢力に抗してセット位置へ作動さ
せられるが、先羽根用第１駆動部材は、シャッタレリーズ後にセット部材が初期位置へ復
帰する過程で、露光作動開始位置へ作動させられるようにした、係止タイプのものにもダ
イレクトタイプのものにも適用することの可能なカメラ用フォーカルプレンシャッタ、及
びそれを備えたデジタルカメラの改良に関するものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１３】
【特許文献１】特開２００１－２２２０５９号公報
【特許文献２】特開２００３－２２２９２８号公報
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【特許文献３】特開２００７－２９８５４４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　ところで、特許文献１～３に記載されているような従来のフォーカルプレンシャッタを
備えているデジタルカメラの場合には、露光作動が終了した後、後羽根が露光開口を覆っ
ている状態のとき、撮像素子から撮像情報を記憶装置に転送し、その転送が終わってから
セット部材を回転させてセット作動が行われ、後羽根に開き作動を行わせることによって
、露光開口を全開にするように構成されている。そして、撮像素子から撮像情報を記憶装
置に転送した後になってから、セット作動を開始させている理由は、周知のように、露光
作動の終了後に直ちにセット作動を開始させてしまうと、撮像情報の転送中に露光開口か
ら入射した光が撮像素子に当たって、撮像情報が損なわれてしまうからである。
【００１５】
　また、この種のフォーカルプレンシャッタにおけるセット作動は、セット部材が、カメ
ラ本体側の部材に回転させられて行われるが、そのとき、セット部材は、先羽根用第２駆
動部材と後羽根用駆動部材とを、上記した付勢力の大きな先羽根用駆動ばねと後羽根用駆
動ばねの付勢力に抗して、露光作動終了位置からセット位置まで回転させるように構成さ
れているため、そのセット作動には、露光作動に要する時間などに比較して圧倒的に長い
時間を必要とする。
【００１６】
　このことから、この種の構成をした従来のフォーカルプレンシャッタは、露光作動が終
了してから次の撮影待機状態（セット完了状態）が得られるまでの時間については、セッ
ト作動に要する時間だけを考慮して決めればよいということにはならず、撮像情報の転送
可能時間も確保する必要があって、その分だけ長くならざるを得ず、撮影終了後に直ちに
次の撮影を行いたい場合や、連写モードでの撮影を行う場合などには、必ずしも好ましい
構成とは言えなかった。
【００１７】
　本発明は、このような問題点を解決するためになされたものであり、その目的とすると
ころは、特許文献１～３に記載されている種類のフォーカルプレンシャッタにおいて、露
光作動が終了してから次の撮影が行われるまでの時間を、撮像情報の転送可能時間を殆ど
考慮しなくて決めることを可能にした、係止タイプのものにもダイレクトタイプのものに
も適用することの可能なカメラ用フォーカルプレンシャッタ、及びそれを備えたデジタル
カメラを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　上記の目的を達成するために、本発明のカメラ用フォーカルプレンシャッタは、セット
状態ではセット部材がセット位置にあることにより露光作動終了時と同様に先羽根を露光
開口から退かせておりセット部材の復帰作動時には先羽根に露光開口を覆わせる先羽根用
駆動手段と、セット部材のセット作動時には係止部材に係止されていて後羽根を露光開口
を覆った状態のままにしておきセット部材がセット位置に達する直前になって該係止部材
による係止が解かれると後羽根を露光開口から退かせる後羽根用第１駆動部材と、セット
部材のセット作動によってセット方向に回転され露光作動時には後羽根用第１駆動部材を
露光作動方向に回転させ後羽根に露光開口を覆わせる後羽根用第２駆動部材と、を備えて
いるようにする。
【００１９】
　その場合、前記先羽根用駆動手段は、先羽根用駆動ばねにより露光作動方向に付勢され
た先羽根用第１駆動部材と、前記先羽根と連結されておりセットばねにより露光作動方向
とは反対側に付勢された先羽根用第２駆動部材と、を含む構成にするのが好ましい。更に
、前記セット部材が押動部を有していて、前記係止部材が被押動部を有しており、前記セ
ット部材は、そのセット作動の終了直前において該押動部が該被押動部を押すことによっ
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て、前記係止部材による前記後羽根用第１駆動部材の係止を解くようにすると、カメラ本
体側の部材との連動構成を考慮しなくて済み、極めて好適な構成のシャッタユニットが得
られる。
【００２０】
　また、本発明のカメラ用フォーカルプレンシャッタにおいては、前記係止部材は、前記
後羽根用第１駆動部材を係止するために、ばねによって一方方向へ回転する力を与えられ
ており、露光作動終了直前においては、前記後羽根用第１駆動部材が当接し、該ばねの付
勢力に抗して回転させられることによって、前記後羽根用第１駆動部材の回転を制動する
役目も有しているようにするのが好ましい。更に、本発明のカメラ用フォーカルプレンシ
ャッタにおいては、前記係止部材は、露光作動終了時において前記後羽根用第１駆動部材
がストッパに当接してバウンドするのを係止する役目も有しているようにするのが好まし
い。それらのように構成することによって、後羽根用第１駆動部材に対する専用の制動部
材や専用のバウンド防止部材を設けなくて済むようになる。
【００２１】
　更に、本発明のデジタルカメラは、上記のような各カメラ用フォーカルプレンシャッタ
を備えることによって、次の撮影を早く行うことが可能になり、また、好適な連写を行え
るようにすることが可能になる。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明は、先羽根と後羽根とを備えていて、撮影前には、電子ファインダによって被写
体像を観察することが可能であり、撮影時には、先羽根が露光開口を一旦閉じてから開き
始めることによって撮像素子の露光を開始し、後羽根が露光開口を閉じ終わることによっ
て露光を終了するようにしたカメラ用フォーカルプレンシャッタ、及びそれを備えたデジ
タルカメラにおいて、後羽根用駆動機構を、後羽根用セットばねの付勢力で回転したとき
には後羽根に露光開口を開かせる後羽根用第１駆動部材と、後羽根用駆動ばねの付勢力に
よって回転したときには後羽根用第１駆動部材を後羽根用セットばねの付勢力に抗して回
転させ後羽根に露光開口を閉じさせる後羽根用第２駆動部材とで構成し、セット作動の開
始時には係止部材によって後羽根用第１駆動部材の回転を係止して、後羽根用第２駆動部
材だけを駆動ばねの付勢力に抗して回転させ、セット作動の最終段階でその係止を解除す
ることにより後羽根用セットばねの付勢力による後羽根用第１駆動部材の回転を可能にし
たので、撮像素子から記憶装置への撮像情報の転送時間を考慮せずにセット作動を開始さ
せることができ、次の撮影を従来よりも早く行え、従来よりもシャッタチャンスを逸する
ことがなくなるという利点がある。また、それによって、連写を行う場合には、より細分
化されたコマ写真が得られるという利点がある。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】露光作動終了直後の状態を示した実施例の平面図である。
【図２】図１の左側約半分を拡大して示した平面図である。
【図３】図２の状態からセット作動を開始した初期段階において、後羽根が露光開口を覆
っているときに、先羽根が露光開口の一部を覆っている状態を示した平面図である。
【図４】図３の状態よりもセット作動が進んで、先羽根が露光開口から退き、後羽根が露
光開口を覆い始めている途中の状態を示した平面図である。
【図５】セット作動が完了し、露光開口が全開している状態を示した平面図である。
【図６】カメラのレリーズボタンが押され、露光作動に先立って、セット部材がセット位
置から初期位置へ復帰する途中の状態を示した平面図である。
【図７】セット部材が初期位置へ復帰し、露光作動が開始される直前の状態を示した平面
図である。
【図８】先羽根と後羽根が露光作動を行っている途中の状態を示した平面図である。
【図９】先羽根と後羽根が露光作動を終了する直前の状態を示した平面図である。
【図１０】実施例の作動と従来例の作動を比較できるようにして示したタイミングチャー
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トであり、（ａ）が実施例の場合であり、（ｂ）が従来例の場合である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　本発明の実施の形態を、図示した実施例によって説明する。この実施例は、特許文献１
～３のうち特許文献３に記載されているダイレクトタイプのフォーカルプレンシャッタの
構成に本発明を適用したものであるが、既に説明したように、本発明は、特許文献１，２
に記載の構成に類するダイレクトタイプのフォーカルプレンシャッタにも適用することが
可能であるし、特許文献１～３に記載の構成に類するフォーカルプレンシャッタを係止タ
イプとして構成したものにも適用することが可能である。そして、そのことは、下記の説
明から、当業者であれば、容易に理解することができる。
【実施例】
【００２５】
　先ず、主に、図１及び図２を用いて、本実施例の構成を説明するが、図１は、露光作動
終了直後の状態を示した平面図であり、図２は、図１の左側約半分を拡大して示した平面
図である。尚、本実施例の説明においては、本実施例のフォーカルプレンシャッタをカメ
ラに組み込んだとき、図１の表面側（手前側）が被写体側（撮影レンズ側）であり、図１
の背面側が撮像素子側であることを前提にして説明する。しかしながら、周知のように、
デジタルカメラの場合には、図１の表面側を撮像素子側にし、図１の背面側を被写体側に
することもある。
【００２６】
　図１において、シャッタ地板１の略中央部には、長方形を横長にした露光用の開口部１
ａが形成されている。また、周知のように、シャッタ地板１の背面側には、所定の間隔を
空けて、中間板２と補助地板３が順に取り付けられており、シャッタ地板１と中間板２と
の間に先羽根の羽根室を構成し、中間板２と補助地板３との間に後羽根の羽根室を構成し
ている。そして、中間板２と補助地板３にも、開口部１ａと類似してはいるが、形状や大
きさが若干異なっている開口部２ａ，３ａが形成されている。そして、被写体光を通過さ
せるためのシャッタユニットとしての露光開口の形状は、それらの開口部１ａ，２ａ，３
ａの二つ以上で形成されることもあるが、本実施例においては、開口部１ａの形状だけで
露光開口の形状が決められている。
【００２７】
　尚、本実施例のシャッタ地板１は合成樹脂製である。また、図１は、中間板２と補助地
板３の一部が見えるようにするために、シャッタ地板１の開口部１ａに隣接する一部の領
域を故意に破断して示している。更に、図１及び図２においては、中間板２の外形形状が
破線で示されているのに対し、補助地板３の外形形状は、シャッタ地板１の外形と略同じ
であるため示されていないが、このことは、図３～図９の場合も同じである。
【００２８】
　シャッタ地板１には、開口部１ａの左側の領域に、円弧状の二つの長孔１ｂ，１ｃが形
成されており、それらの上方端部には、平面形状が略Ｃ字状をした周知のゴム製の緩衝部
材４，５が取り付けられている。また、中間板２は、長孔１ｂ，１ｃを形成している領域
には重ならない形状をしているが、補助地板３は、薄い板部材であって、長孔１ｂ，１ｃ
を形成している領域と重なるため、実際には、それらの長孔１ｂ，１ｃと重なるところに
、略同じ形状をした図示していない長孔が形成されている。
【００２９】
　シャッタ地板１の表面側、即ち被写体側には、軸１ｄ，１ｅ，１ｆ，１ｇ，１ｈが立設
されているが、それらのうち、軸１ｇ，１ｈは、他の軸１ｄ，１ｅ，１ｆよりも短い。ま
た、シャッタ地板１の背面側、即ち撮像素子側には、軸１ｉ，１ｊ，１ｋ，１ｍが立設さ
れているが、それらのうち、軸１ｉ，１ｊは、上記の軸１ｄ，１ｅと同心上に立設されて
いる。更に、シャッタ地板１の背面側には、半円形のばね掛け部１ｎと、円形のばね掛け
部１ｐが設けられている。
【００３０】



(8) JP 2012-177765 A 2012.9.13

10

20

30

40

50

　シャッタ地板１の表面側には、実際には、このほかにも、複数の柱が立設されており、
それらの先端には、特許文献３にも記載されているような支持板とプリント配線板とが、
支持板をシャッタ地板１側にして取り付けられており、その支持板のシャッタ地板１側に
は、各々が、略Ｕ字形をしていて二つの脚部の先端を磁極部とした鉄芯部材と、コイルを
巻回していて鉄芯部材の一方の脚部に嵌装されたボビンとで構成されている、先羽根用電
磁石と後羽根用電磁石が取り付けられている。しかしながら、それらの電磁石の構成や支
持板への取付け構成は周知であり、且つそれらの電磁石の構成を全て図示すると、他の構
成部材が分かりにくくなってしまうため、図１及び図２のほか図３～図９においても、そ
れらの電磁石の鉄芯部材６，７だけを、二点鎖線で示してある。
【００３１】
　シャッタ地板１の表面側に立設されている上記の軸１ｄには、先羽根用駆動機構を構成
していて、いずれも合成樹脂製である、先羽根用第１駆動部材８と先羽根用第２駆動部材
９とが、先羽根用第１駆動部材８の方をシャッタ地板１側にして、個々に回転可能に取り
付けられている。尚、それらのうち、先羽根用第１駆動部材８の形状については、図１及
び図２よりも図４の方に理解し易く示されている。
【００３２】
　先ず、先羽根用第１駆動部材８は、被抑止部８ａと、被押動部８ｂと、駆動ピン８ｃと
を有している。それらの部位のうち、被押動部８ｂと駆動ピン８ｃは、表面側と背面側と
で重なるように形成されており、背面側に形成されている駆動ピン８ｃは、シャッタ地板
１の上記の長孔１ｂに挿入されている。そして、この駆動ピン８ｃは、根元側の部位の断
面がＤ形をしていて、その円弧面が上記の緩衝部材４に当接し得るようになっている。ま
た、先端側の部位の断面は小判型をしていて、後述のように羽根室内で先羽根に連結され
ており、その最先端部を、補助地板３に形成されていて長孔１ｂと略同じ形状をしている
図示していない長孔に挿入している。
【００３３】
　他方、先羽根用第２駆動部材９は、被押動部９ａと、被写体側に部厚く形成した取付部
９ｂと、押動部９ｃとを有していて、周知のように図示していない先羽根用駆動ばねの付
勢力によって反時計方向へ回転するように付勢されており、取付部９ｂの内部には、周知
のように、鉄片部材１０と図示していない圧縮ばねとが収容されている。それらのうち、
押動部９ｃは、先羽根用第２駆動部材９が反時計方向へ回転するとき、先羽根用第１駆動
部材８に設けられている上記の被押動部８ｂを押す部位である。
【００３４】
　また、鉄片部材１０は、軸部１０ａの一端に円盤状をした頭部１０ｂを有していて、他
端には鉄片部１０ｃを取り付けているが、図１においては、図面が見にくくなるので、そ
れらの軸部１０ａ，頭部１０ｂ，鉄片部１０ｃに符号を付けるのを省略している。そして
、この鉄片部材１０は、取付部９ｂ内で軸部１０ａに嵌装した上記の圧縮ばねによって、
鉄片部１０ｃを取付部９ｂ内から突き出すように付勢されているが、頭部１０ｂが取付部
９ｂの縁に接触していることによって、図１及び図２に示された状態が維持されている。
【００３５】
　シャッタ地板１の表面側に立設されている上記の軸１ｅには、後羽根用駆動機構を構成
していて、いずれも合成樹脂製である、後羽根用第１駆動部材１１と後羽根用第２駆動部
材１２とが、後羽根用第１駆動部材１１の方をシャッタ地板１側にして、個々に回転可能
に取り付けられている。
【００３６】
　それらのうち、後羽根用第１駆動部材１１は、被係止部１１ａと、被押動部１１ｂと、
駆動ピン１１ｃとを有しているが、背面側に形成されている駆動ピン１１ｃは、シャッタ
地板１の上記の長孔１ｃに挿入されている。そして、この駆動ピン１１ｂは、根元側の部
位の断面がＤ形をしていて、その円弧面が上記の緩衝部材５に当接し得るようになってい
る。また、先端側の部位の断面は小判型をしていて、後述のように羽根室内で後羽根に連
結されており、その最先端部を、補助地板３に形成されていて長孔１ｃと略同じ形状をし
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た図示していない長孔に挿入している。
【００３７】
　他方、後羽根用第２駆動部材１２は、被写体側に部厚く形成した取付部１２ａと、シャ
ッタ地板１側に形成した押動部１２ｂとを有していて、シャッタ地板１側の面には、被押
動部としてのローラー１３を取り付けている。そして、周知のように、この後羽根用第２
駆動部材１２は、図示していない後羽根用駆動ばねの付勢力によって反時計方向へ回転す
るように付勢されているが、押動部１２ｂは、その回転時に、上記の後羽根用第１駆動部
材１１の被押動部１１ｂを押す部位である。
【００３８】
　この後羽根用第２駆動部材１２の取付部１２ａにも、その内部に、鉄片部材１４と図示
していない圧縮ばねとが収容されている。そして、鉄片部材１４は、軸部１４ａの一端に
円盤状をした頭部１４ｂを有していて、他端には鉄片部１４ｃを取り付けているが、図１
においては図面を見やすくするために、それらの軸部１４ａ，頭部１４ｂ，鉄片部１４ｃ
には符号を付けていない。また、この鉄片部材１４は、取付部１２ａ内で軸部１４ａに嵌
装されている上記の圧縮ばねによって、鉄片部１４ｃを取付部１２ａ内から突き出すよう
に付勢されているが、頭部１４ｂが取付部１２ａの縁に接触していることによって、図１
及び図２に示された状態が維持されている。
【００３９】
　シャッタ地板１の表面側に立設されている上記の軸１ｆには、合成樹脂製のセット部材
１５が回転可能に取り付けられている。このセット部材１５は、図示していないカメラ本
体側の部材によって押される被押動部１５ａと、先羽根用第２駆動部材９の上記の被押動
部９ａを押す押動部１５ｂと、後羽根用第２駆動部材１２に取り付けられている上記のロ
ーラー１３を押す押動部１５ｃと、可撓性を有していて先羽根用第２駆動部材９の上記の
被押動部９ａに押されて撓まされる制動部１５ｄと、を有しているほか、シャッタ地板１
側の面には、軸１ｆを囲むようにして肉厚部が形成されており、その肉厚部には、歯車状
の伝達部１５ｅと、押動部１５ｆとが形成されている。
【００４０】
　そして、このセット部材１５は、図示していない復帰ばねによって時計方向へ回転する
ように付勢されているが、図１及び図２は、そのような復帰ばねの付勢力によって時計方
向へ回転するのを、シャッタ地板１側の面に設けられた図示していないピンが、シャッタ
地板１に設けられた図示していないストッパ部に当接して、停止させられている状態を示
したものである。以下、セット部材１５については、この位置を初期位置ということにす
る。
【００４１】
　尚、本実施例では、セット部材１５が、合成樹脂材料だけで製作されているものとして
いるが、量産上のことを考えると、同一の合成樹脂材料でこのような形状の部品を製作す
るのは容易でない。例えば、被押動部１５ａは、カメラ本体側の部材によって繰り返し強
く押されるところであるにもかかわらず、細長いアーム状の部位の先端に設けられている
ため、アーム状の部位を強度的に耐えられるようにする必要がある。また、他の部位は可
撓性を有さず制動部１５ｄにだけ可撓性を持たせるようにするためには高度の成形加工技
術を要求される。そのため、本実施例のようなセット部材１５を実際に量産する場合には
、被押動部１５ａを有しているアーム状の部位だけを金属製とし、制動部１５ｄだけを軟
質の合成樹脂製として、その他の部位との三者を一体成形して一つの部品にするのが最適
である。
【００４２】
　シャッタ地板１の表面側に立設されている上記の軸１ｇには、合成樹脂製の抑止部材１
６が回転可能に取り付けられている。この抑止部材１６は、抑止部１６ａ（図１及び図２
よりも図４の方が分かり易く示されている）と、歯車状をした被伝達部１６ｂとを有して
いる。そして、その抑止部１６ａは、セット部材１５が初期位置及びその近傍位置以外に
あるときは、先羽根用第１駆動部材８の上記の被抑止部８ａの作動軌跡内に臨まされる部
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位である。また、被伝達部１６ｂは、セット部材１５の上記の伝達部１５ｅに係合してお
り、抑止部材１６が、セット部材１５に連動し、セット部材１５とは逆方向へ回転するよ
うにする部位である。尚、本実施例の場合は、セット部材１５と抑止部材１６とが、この
ような構成で連動するようにしているが、例えば特許文献３に記載されているような構成
であっても差し支えない。
【００４３】
　シャッタ地板１の表面側に立設されている上記の軸１ｈには、合成樹脂製の係止部材１
７が回転可能に取り付けられている。この係止部材１７は、後羽根用第１駆動部材１１の
被係止部１１ａに係合することによって、後羽根用第１駆動部材１１の時計方向の回転を
係止する係止部１７ａと、セット部材１５の押動部１５ｆによって押される被押動部１７
ｂとを有していて、図示していないばねによって反時計方向へ回転するように付勢されて
いるが、図１及び図２は、その回転を、シャッタ地板１に設けられた図示していないスト
ッパ部によって停止されている状態を示したものである。
【００４４】
　次に、シャッタ地板１の背面側の構成を説明する。先ず、シャッタ地板１と中間板２の
間に配置されている先羽根は、シャッタ地板１の上記の軸１ｉに対して一端を回転可能に
取り付けられたアーム１６と、シャッタ地板１の上記の軸１ｋに対して一端を回転可能に
取り付けられたアーム１９と、それらの自由端である他端部に向けて順に枢支された４枚
の羽根２０，２１，２２，２３とで構成されており、羽根２３が先羽根のスリット形成羽
根となっている。そして、周知のように、先羽根用第１駆動部材８の駆動ピン８ｃの先端
部は、アーム１８に形成された図示していない長孔に嵌合している。
【００４５】
　また、シャッタ地板１の軸１ｋには、ねじりコイルばねである先羽根用セットばね２４
が嵌装されていて、その一端をシャッタ地板１に設けられた上記のばね掛け部１ｎに掛け
、他端をアーム１９の孔（符号なし）に掛けて、アーム１９を時計方向へ回転させるよう
に付勢している。そのため、この先羽根用セットばね２４は、先羽根を介して間接的に先
羽根用第１駆動部材８を時計方向へ回転させるように付勢していることになる。そして、
その付勢力は、先羽根用第２駆動部材９を反時計方向へ回転させるように付勢している上
記の先羽根用駆動ばねの付勢力よりは弱い。
【００４６】
　このような先羽根用セットばね２４は、本実施例のようには構成しないで、シャッタ地
板１の表面側で、一端をシャッタ地板１に掛け他端を先羽根用第１駆動部材８に掛けるよ
うにしたり、一端を先羽根用第２駆動部材９に掛け他端を先羽根用第１駆動部材８に掛け
るようにしたりすることも知られている。そのため、本発明は、それらのように構成する
ことを妨げるものではない。しかしながら、本実施例のように構成すると、先羽根用セッ
トばね２４に、先羽根に対する周知のガタ寄せばね（先羽根の構成部品間のガタツキをな
くし、スリット形勢羽根の露光作動開始位置での姿勢を一定にするためにアーム１９に掛
けられるばね）の役目を兼用させることができるので、有利である。
【００４７】
　他方、中間板２と補助地板３との間に配置されている後羽根は、シャッタ地板１の上記
の軸１ｊに対して一端を回転可能に取り付けられたアーム２５と、シャッタ地板１の上記
の軸１ｍに対して一端を回転可能に取り付けられたアーム２６と、それらの自由端である
他端部に向けて順に枢支された４枚の羽根２７，２８，２９，３０とで構成されており、
羽根３０が後羽根のスリット形成羽根となっている。そして、周知のように、後羽根用第
１駆動部材１１の駆動ピン１１ｃの先端部は、アーム２５に形成された図示していない長
孔に嵌合している。
【００４８】
　また、シャッタ地板１の軸１ｋには、ねじりコイルばねである後羽根用セットばね３１
が嵌装されていて、その一端をシャッタ地板１のばね掛け部１ｐに掛け、他端をアーム２
６の孔（符号なし）に掛けて、アーム２６を時計方向へ回転させるように付勢している。
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そのため、この後羽根用セットばね３１は、後羽根を介して間接的に後羽根用第１駆動部
材１１を時計方向へ回転させるように付勢しているが、その付勢力は、後羽根用第２駆動
部材１２に掛けられている上記の図示していない後羽根用駆動ばねの付勢力よりも弱い。
そして、この後羽根用セットばね３１の場合にも、周知の後羽根のガタ寄せばね（後羽根
のスリット形勢羽根の露光作動開始位置での姿勢を一定にするためにアーム２６に掛けら
れるばね）の役目を兼用させているが、後羽根用第１駆動部材１１に直接掛けるように構
成しても差し支えない。
【００４９】
　次に、上記の構成説明に用いた図２と、図３～図１０とを用いて本実施例の作動を説明
する。尚、図３～図９は、図２と同様に、図１に示した本実施例の左側約半分を拡大して
示したものであるが、図７～図９においては、図面を見やすくするために、４本のアーム
１８，１９，２５，２６と、それらに対する各羽根の枢支部の図示が省略されている。ま
た、図１０は、本実施例と従来例との差異を理解できるようにするために、カメラのレリ
ーズボタンを押してから次の撮影待機状態が得られるまでを１サイクルとした主な構成部
材の作動のタイミングを分かり易く示したチャート図であって、上段の（ａ）が本実施例
の場合であり、下段の（ｂ）が従来例の場合である。
【００５０】
　図２は、既に説明したように、露光作動終了直後の状態を示したものである。このとき
、先羽根用第２駆動部材９は、図示していない周知の先羽根用駆動ばねによって、反時計
方向へ回転するように付勢されており、その押動部９ｃが、先羽根用セットばね２４の付
勢力に抗して先羽根用第１駆動部材８の被押動部８ｂを押し、先羽根用第１駆動部材８の
駆動ピン８ｃを緩衝部材４に接触させていることによって、この停止状態が維持されてい
る。そして、このとき、先羽根の４枚の羽根２０～２３は、重畳状態になって開口部１ａ
の上方位置に格納されている。
【００５１】
　他方、後羽根用第２駆動部材１２は、図示していない周知の先羽根用駆動ばねにより、
その押動部１２ｂが、後羽根用セットばね３１の付勢力に抗して後羽根用第１駆動部材１
１の被押動部１１ｂを押し、後羽根用第１駆動部材１１を反時計方向へ回転させるように
付勢されているが、後羽根用第１駆動部材１１の駆動ピン１１ｃが緩衝部材５に接触して
いるため、この停止状態が維持されている。そして、このとき、後羽根の４枚の羽根２７
～３０は、展開状態になって開口部１ａを覆っている。また、係止部材１７は、図示して
いないばねの付勢力による反時計方向への回転を、シャッタ地板１に設けられた図示して
いないストッパ部によって阻止されており、後羽根用第１駆動部材１１が時計方向へ回転
しようとすると、係止部１７ａが被係止部１１ａを係止することによって、その回転を阻
止し得るようになっている。
【００５２】
　また、このとき、セット部材１５は初期位置にあり、その歯車状の伝達部１５ｅが抑止
部材１６の歯車状の被伝達部１６ｂを押して、抑止部材１６を反時計方向へ回転させるこ
とによって、抑止部材１６の抑止部１６ａを、先羽根用第１駆動部材８の被抑止部８ａの
作動軌跡外にそらせている。そして、セット部材１５の一方の押動部１５ｂは、先羽根用
第２駆動部材９の被押動部９ａから離れており、他方の押動部１５ｃは、後羽根用第２駆
動部材１２に取り付けられたローラー１３から離れている。
【００５３】
　撮影に際して先羽根と後羽根による露光作動が終了し、このような図２に示された状態
になると、直ちに撮像情報が撮像素子から情報処理回路を介して記憶装置に転送されるが
、カメラに備えられている制御回路には、そのための転送可能時間が予め設定されている
。そのため、従来は、図１０（ｂ）に示されているように、撮像情報の転送可能時間が経
過してから、セット部材に初期位置からセット作動を開始させていた。何故ならば、従来
のこの種のフォーカルプレンシャッタは、そのセット作動により、後羽根の方は、開口部
１ａから完全に退いた状態にさせるが、先羽根の方は、開口部１ａを完全に覆った状態に
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させないため、撮像情報の転送可能時間中にセット作動を開始させてしまうと、撮像情報
の転送中に撮像素子に光が当たってしまい、スミア現象が生じて撮像情報が乱されてしま
うからである。
【００５４】
　しかしながら、本実施例の場合には、図１０（ａ）に示されているように、撮像情報転
送可能時間中にセット部材１５にセット作動を開始させても、後羽根は開口部１ａを覆っ
たままであって撮像素子には光が当たらないようにし、撮像情報転送可能時間の経過後で
あって、セット部材のセット作動が終了する直前になってから後羽根に開き作動を行わせ
、開口部１ａを全開状態にさせるようにしている。そのため、本実施例の場合は、撮影に
際してカメラのレリーズボタンを押してから、撮影が終了し、次の撮影待機状態が得られ
るまでの一連の撮影サイクル（Ｔ）が、従来例の撮影サイクル（ｔ）よりもかなり短くな
って、次の撮影が早く行えることになる。そこで、以下においては、本実施例がそのよう
な作動を好適に行えることを、具体的に説明する。
【００５５】
　露光作動が終了して図２の状態が得られると、本実施例の場合には、上記したように、
直ちにセット作動が開始されるが、そのセット作動は、図示していないカメラ本体側の部
材が、セット部材１５の被押動部１５ａを下方へ押し、図示していない復帰ばねの付勢力
に抗してセット部材１５を反時計方向へ回転させることによって行なわれる。そして、セ
ット部材１５が回転を開始すると、抑止部材１６は、その被伝達部１６ｂがセット部材１
５の伝達部１５ｅに押されることによって時計方向へ回転し、その抑止部１６ａを、先羽
根用第１駆動部材８の被抑止部８ａの作動軌跡内へ臨ませてゆく。
【００５６】
　このようにして、セット部材１５と抑止部材１６が回転を開始すると、その後、先ず、
セット部材１５の押動部１５ｂが先羽根用第２駆動部材９の被押動部９ａを押し、先羽根
用第２駆動部材９を図示していない先羽根用駆動ばねの付勢力に抗して時計方向へ回転さ
せ始める。このとき、先羽根用第１駆動部材８には、セットばね２４により、先羽根を介
して時計方向へ回転する力が与えられているため、先羽根用第１駆動部材８も、その被押
動部８ｂが先羽根用第２駆動部材９の押動部９ｃに追従して、時計方向へ回転し、先羽根
の４枚の羽根２０～２３を展開させながら上方へ移動させ始める。
【００５７】
　それ以後は、上記のようにセット部材１５によって時計方向へ回転させられている抑止
部材１６の抑止部１６ａと、時計方向への回転を開始させられた先羽根用第１駆動部材８
の被抑止部８ａとの間の距離が、徐々に短くなっていくことになる。そして、そのような
先羽根用第１駆動部材８の時計方向への回転によって、先羽根のスリット形成羽根２３が
開口部１ａを覆い始め、停止状態にある後羽根のスリット形成羽根３０との重なり量が所
定量に達すると、セット部材１５のもう一方の押動部１５ｃが後羽根用第２駆動部材１２
に取り付けられているローラー１３に接触するようになる。そして、それと殆ど同じ時機
に、抑止部材１６の抑止部１６ａと先羽根用第１駆動部材８の被抑止部８ａとが接触する
ようになる。そのときの状態が、図３に示されている。
【００５８】
　図３の状態が得られた後も、セット部材１５は反時計方向への回転を続けるので、後羽
根用第２駆動部材１２は、ローラー１３を押動部１５ｃに押され、図示していない後羽根
用駆動ばねの付勢力に抗して時計方向へ回転させられるが、後羽根用第１駆動部材１１は
、係止部材１７の係止部１７ａによって被係止部１１ａを係止されるので、後羽根用セッ
トばね３１の付勢力により、被押動部１１ｂを後羽根用第２駆動部材１２の押動部１２ｂ
に追従させて時計方向へ回転することができない。そのため、後羽根の４枚の羽根２７～
３０は、開口部１ａを覆ったままの状態で、後羽根用第２駆動部材１２だけが時計方向へ
回転を続けることになる。
【００５９】
　このようにして後羽根用第２駆動部材１２が時計方向へ回転を開始する段階では、上記
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のように抑止部材１６の抑止部１６ａが先羽根用第１駆動部材８の被抑止部８ａに接触し
ているので、先羽根用第１駆動部材８は、セット部材１５のその後の反時計方向の回転に
よって、その被抑止部８ａを抑止部材１６の抑止部１６ａに押され、先羽根用セットばね
２４の付勢力に抗して反時計方向へ回転させられるようになり、先羽根の４枚の羽根２０
～２３は、開口部１ａの上方へ戻っていく。そのため、図３の状態になった後は、セット
部材１５は、図示していない先羽根用駆動ばねと後羽根用駆動ばねとの両方の付勢力と、
先羽根用セットばね２４の付勢力とに抗して反時計方向への回転を続けることになる。
【００６０】
　そして、その後、先羽根の４枚の羽根２０～２３が開口部１ａから上方へ完全に退くと
、先羽根用第２駆動部材９と後羽根用第２駆動部材１２に取り付けられている鉄片部材１
０，１４の鉄片部１０ｃ，１４ｃが、相前後して先羽根用電磁石と後羽根用電磁石の鉄芯
部材６，７の磁極部に接触するが、このころには既に、上記した記憶装置への撮像情報の
転送は終わっている。また、鉄片部材１０，１４の鉄片部１０ｃ，１４ｃが鉄芯部材６，
７の磁極部に接触するころには、セット部材１５の押動部１５ｆが係止部材１７の被押動
部１７ｂを押し、係止部材１７を図示していないばねの付勢力に抗して時計方向へ回転さ
せ、後羽根用第１駆動部材１１の係止を解く。
【００６１】
　セット部材１５は、その後も僅かに回転したところで停止させられるが、その過程で、
鉄片部材１０，１４の鉄片部１０ｃ，１４ｃが、図示していない圧縮ばねの付勢力に抗し
て取付部９ｂ，１２ａ内に押し込まれるので、反対側に軸部１０ａ，１４ａの一部が出現
し、頭部１０ｂ，１４ｂが取付部９ｂ，１２ａから離れた状態になる。また、後羽根用第
１駆動部材１１は、係止部材１７による係止を解かれると、後羽根用セットばね３１の付
勢力によって時計方向へ回転するので、後羽根の４枚の羽根２７～３０は、隣接する羽根
同士の重なりを大きくしつつ下方へ移動し、開口部１ａを開いていく。図４は、そのよう
にして、後羽根の４枚の羽根２７～３０が開口部１ａを開いていく過程を示したものであ
る。
【００６２】
　このようにして、セット部材１５が、そのセット位置で停止したときには、後羽根用第
１駆動部材１１も、その被押動部１１ｃが後羽根用第２駆動部材１２の押動部１２ｂに当
接して停止し、開口部１ａが全開になる。その状態が図５に示されたセット完了状態、即
ち次の撮影の待機状態であり、セット部材１５は、次の撮影が行われるまで、図示してい
ない復帰ばねの付勢力に抗して、カメラ本体側の部材によってこの状態を維持させられて
いる。従って、この状態においては、開口部１ａが全開になっているので、カメラの電源
をオフにしない限り、被写体像を、電子ファインダで観察することが可能となる。
【００６３】
　尚、本実施例の場合には、セット部材１５の押動部１５ｆが係止部材１７の被押動部１
７ｂを押すことによって、後羽根用第１駆動部材１１の係止を解除しているが、本発明は
、このような構成に限定されず、係止部材１７の被押動部１７ｂを、例えば開口部１ａ側
に長く延伸させた部位の先端に形成し、その被押動部を、カメラ本体側の部材が押して係
止を解くように構成しても差し支えない。
【００６４】
　また、本実施例は、ダイレクトタイプのフォーカルプレンシャッタとして構成されてい
るが、係止タイプのフォーカルプレンシャッタとして構成した場合にも、セット完了後に
は、セット部材１５を直ちに初期位置へ復帰させず、本実施例の場合と同様に、セット位
置に留めておく必要がある。何故ならば、以下の説明からも分かるように、セット部材１
５を初期位置へ復帰させてしまうと、先羽根の４枚の羽根２０～２３が作動を開始して開
口部１ａを覆ってしまうことになり、次の撮影に先立って電子ファインダによる被写体像
の観察ができなくなってしまうからである。
【００６５】
　そこで次に、このようなセット完了状態において、次の撮影が行われる場合を説明する
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。図５に示されている状態において、電子ファインダで被写体像を観察しながら、カメラ
のレリーズボタンを押すと、実際の撮影（露光作動）を開始する前に、先羽根用電磁石と
後羽根用電磁石が励磁状態（図１０におけるＯＮ）になり、鉄片部材１０，１４が鉄芯部
材６，７に吸着保持される。次に、図示していないカメラ本体側の部材が、セット部材１
５の被押動部１５ａに対する押圧力を解くので、セット部材１５は、図示していない復帰
ばねの付勢力によって時計方向へ回転し、初期位置へ復帰させられていく。
【００６６】
　その復帰作動の初期段階において、セット部材１５は、押動部１５ｂが先羽根用第２駆
動部材９の被押動部９ａから離れ、押動部１５ｃが後羽根用第２駆動部材１２に取り付け
られたローラー１３から離れていくので、先羽根用第２駆動部材９と後羽根用第２駆動部
材１２は、図示していない先羽根用駆動ばねと後羽根用駆動ばねの付勢力によって反時計
方向へ回転するが、僅かに回転したところで、それらの取付部９ｂ，１２ａが鉄片部材１
０，１４の頭部１０ｂ，１４ｂに当接して、停止させられる。
【００６７】
　このような後羽根用第２駆動部材１２の僅かな回転によって、後羽根用第１駆動部材１
１も、その被押動部１１ｂを後羽根用第２駆動部材１２の押動部１２ｂに押され、後羽根
用セットばね３１の付勢力に抗して僅かに回転させられるので、後羽根の４枚の羽根２７
～３０も僅かに上方へ移動させられるが、開口部１ａを覆い始める前には停止させられる
。先羽根用第２駆動部材９，後羽根用第１駆動部材１１，後羽根，後羽根用第２駆動部材
１２にとっては、このようにして得られた位置が、露光作動開始位置である。
【００６８】
　また、セット部材１５が、セット位置から初期位置へ復帰するときには、抑止部材１６
も反時計方向へ回転させられていく。それによって、抑止部１６ａが先羽根用第１駆動部
材８の被抑止部８ａに対する押圧を解いていくので、先羽根用第１駆動部材８は、先羽根
用セットばね２４の付勢力によって、その被抑止部８ａを抑止部材１６の抑止部１６ａに
追従させて、時計方向へ回転していくことになる。そのため、先羽根の４枚の羽根２０～
２３は、隣接する羽根同士の重なりを小さくしながら、開口部１ａを覆っていく。図６は
、そのようにして、先羽根の４枚の羽根２０～２３が、開口部１ａの半分以上を覆った状
態を示したものである。
【００６９】
　セット部材１５が、図６に示されている状態からさらに時計方向へ回転し、先羽根の４
枚の羽根２０～２３が、開口部１aを完全に覆うころになると、抑止部材１６の抑止部１
６ａが、先羽根用第１駆動部材８の被抑止部８ａの作動軌跡外へ退くようになる。それに
よって、先羽根用第１駆動部材８は、抑止部材１６に対する追従関係を解かれるので、そ
れまでよりも速く回転し、被押動部８ｂが先羽根用第２駆動部材９の押動部９ｃに当接し
て停止する。
【００７０】
　このように、先羽根用第１駆動部材８は、その回転の後半になってから、抑止部材１６
に対する追従関係を解かれるので、被押動部８ｂが先羽根用第２駆動部材９の押動部９ｃ
に当接したときのバウンドは殆ど生じず、早期に先羽根の静止状態が得られる。図７は、
そのような静止状態が得られるのと殆ど時機を同じくして、セット部材１５が初期位置で
停止した状態を示したものであるが、先羽根用第１駆動部材１６と先羽根にとっては、こ
のときの位置が露光作動開始位置である。
【００７１】
　このようにしてセット部材１５が初期位置へ復帰すると、先羽根用電磁石と後羽根用電
磁石とが被写体光の明るさに対応した所定の時間間隔で順に消磁（図１０におけるＯＦＦ
）される。そこで先ず、先羽根用電磁石が消磁すると、鉄片部材１０に対する鉄芯部材６
の吸引力が失われ、先羽根用第２駆動部材９が、図示していない先羽根用駆動ばねの付勢
力によって反時計方向へ急速に回転させられるが、そのとき、先羽根用第２駆動部材９は
、押動部９ｃが先羽根用第１駆動部材８の被押動部８ｂを押し、先羽根用第１駆動部材８
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を、先羽根用セットばね２４の付勢力に抗して時計方向へ回転させるので、先羽根の４枚
の羽根２０～２３は、隣接する羽根同士の重なりを大きくしながら上方へ移動し、スリッ
ト形成羽根２３の下端縁で開口部１ａを開いていく。
【００７２】
　先羽根用電磁石が消磁してから所定時間後に、後羽根用電磁石が消磁すると、鉄片部材
１４に対する鉄芯部材７の吸引力が失われ、後羽根用第２駆動部材１２が、図示していな
い後羽根用駆動ばねの付勢力によって反時計方向へ急速に回転させられる。そのとき、後
羽根用第２駆動部材１２は、押動部１２ｂが後羽根用第１駆動部材１１の被押動部１１ｂ
を押し、後羽根用第１駆動部材１１を、後羽根用セットばね３１の付勢力に抗して反時計
方向へ回転させため、後羽根の４枚の羽根２７～３０は、隣接する羽根同士の重なりを大
きくしながら上方へ移動し、スリット形成羽根３０の上端縁で開口部１ａを閉じていく。
そのため、それ以後は、先羽根と後羽根が、それらのスリット形成羽根２３，３０の間に
形成されたスリットにより、撮像素子の撮像面を下から上へ連続的に露光していくことに
なるが、そのような露光作動の途中の状態が図８に示されている。
【００７３】
　このようにして行われる露光作動の最終段階になると、先ず、先羽根用第２駆動部材９
の被押動部９ａがセット部材１５の制動部１５ｄに当接するので、先羽根用第２駆動部材
９は、その制動部１５ｄを撓ませながら制動されるようになる。続いて、後羽根用第２駆
動部材９の被係止部１１ａが係止部材１７の係止部１７ａに当接するので、後羽根用第２
駆動部材１２は、係止部材１７を図示していないばねの付勢力に抗して時計方向へ回転さ
せながら制動されるようになる。図９は、先羽根用第２駆動部材９が、そのような制動を
受けながらの回転の最終段階にあり、後羽根用第２駆動部材１２が、そのような制動を受
けるために、被係止部１１ａを係止部材１７の係止部１７ａに当接させたときの状態を示
したものである。
【００７４】
　そして、この図９に示された状態の直後には、先羽根用第２駆動部材９の被押動部９ａ
がセット部材１５の制動部１５ｄから離れ、その後、先羽根用第１駆動部材８の駆動ピン
８ｃが緩衝部材４に当接することによって、先羽根用の二つの駆動部材８，９と先羽根の
作動が停止する。次に、それまで係止部材１７によって制動されていた後羽根用第２駆動
部材１２の被係止部１１ａが係止部材１７の係止部１７ａから離れることによって、係止
部材１７が図示していないばねの付勢力によって反時計方向へ回転する状態になると、後
羽根用第１駆動部材１１の駆動ピン１１ｃが緩衝部材５に当接して、後羽根用の二つの駆
動部材１１，１２と後羽根の作動が停止する。
【００７５】
　ところで、本実施例における係止部材１７の本来の役目は、セット作動が開始されてか
ら、撮像情報が撮像素子から転送され終わるまで、開口部１ａを後羽根の４枚の羽根２７
～３０によって覆っているようにするために、後羽根用第１駆動部材１１を係止している
ことである。そのため、本発明の係止部材は、本実施例のように構成せず、後羽根用第１
駆動部材１１が上記のようにして停止し終わる前には接触せず、停止し終わってから、例
えばカメラ本体側の部材によって、後羽根用第１駆動部材１１の時計方向への回転を係止
し得るようにしてもよいわけである。しかしながら、本実施例の場合には、専用の制動部
材を備えなくてもよいようにするために、係止部材１７が上記のように構成されていて、
露光作動の最終段階において後羽根用の二つの駆動部材１１，１２の回転を制動する役目
も有するようにしている。
【００７６】
　また、露光作動の終了時には、駆動ピン１１ｃが緩衝部材５に当接することによって後
羽根用第１駆動部材１１がバウンドしてしまい、後羽根のスリット形成羽根３０の上端縁
が一時的に開口部１ａに進入して、撮像素子を再露光してしまうおそれがある。そのよう
な場合、従来は、バウンドを抑える部材を単独で備えたり、制動部材と兼用させたりして
いたが、本実施例の場合には、後羽根用第１駆動部材１１がバウンドしても、係止部材１
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７の係止部１７ａが後羽根用第１駆動部材１１の被係止部１１ａを係止するので、バウン
ドを抑える部材を特別に備えなくてもよいようになっている。
【００７７】
　以上のようにして、後羽根用の二つの駆動部材１１，１２と後羽根の停止した状態が、
図１及び図２に示されている露光作動の終了直後の状態であって、その後、撮像情報が、
撮像素子から情報処理回路を介して記憶装置に転送されると、撮影が終了したことになる
が、既に説明したように、本実施例の場合には、その転送中に、セット作動が行われるこ
とになる。そのため、本実施例は、次の撮影を行えるようになるまでの時間が短くなり、
特に連写を行えるようにしたデジタルカメラに用いて有利になる。
【００７８】
　尚、本実施例のセット作動は、上記のように、セット部材１５が、被押動部１５ａをカ
メラ本体側の部材に直接押され、図示していない復帰ばねの付勢力に抗して回転させられ
ることによって行われるが、本発明のフォーカルプレンシャッタは、そのような構成に限
定されるものではない。周知のように、シャッタ地板１に、カメラ本体側の部材によって
操作されるもう一つのセット用の部材を取り付けて置き、セット部材１５は、その部材を
介して回転させられるように構成してもよく、その場合には、セット部材１５を初期位置
へ復帰させるための復帰ばねは、本実施例のように、セット部材１５に掛けてもよいが、
そのようなもう一つのセット用の部材に掛けるようにしても構わない。
【００７９】
　ところで、既に述べたように、本発明は、係止タイプのフォーカルプレンシャッタとし
て実施することも可能であるが、上記の実施例は、ダイレクトタイプのフォーカルプレン
シャッタとして構成したものである。そして、実施例の説明の中においては、係止タイプ
のフォーカルプレンシャッタとして構成したときは、セット部材をセット作動終了後、直
ちに初期位置へ復帰させることなく、実施例におけるセット部材の場合と同様に、撮影の
初期段階であって露光作動が開始される前に、初期位置へ復帰させるようにする必要がる
ことを説明した。そのため、その説明だけで、本発明を、係止タイプのフォーカルプレン
シャッタとして実施することも可能であることが、充分に理解できると考えるが、念のた
め、実施例の構成を係止タイプのフォーカルプレンシャッタにする場合の構成を、簡単に
説明しておく。
【００８０】
　先ず、先羽根用第２駆動部材９と後羽根用第２駆動部材１２には、本実施例のように鉄
片部材１０，１４を取り付けず、それに代わって各々被係止部を形成しておく。そして、
図５のセット完了状態においては、それらの駆動部材９，１２は、それらの被係止部が夫
々の係止部材に係止される位置を越えるところまで回転されているようにしておき、カメ
ラのレリーズボタンが押され、本実施例のようにセット部材１５が初期位置へ復帰すると
きの初期段階で、夫々の係止部材に係止されるようにする。そして、その後、セット部材
１５が初期位置へ復帰するまでの作動は、上記の実施例の場合と全く同じである。
【００８１】
　他方、上記の各係止部材の係止を解除するために設けられている二つの係止解除部材は
、セット部材１５が、上記のようにして、初期位置へ復帰作動を開始する前に、夫々のば
ねの付勢力に抗して、先羽根用電磁石と後羽根用電磁石に吸着保持されている。そして、
その後、セット部材１５が、上記のように作動して、図７に示された初期位置へ復帰する
と、上記の各電磁石に対する通電を順に断つ。それにより、上記の各係止解除部材は、上
記の各々のばねの付勢力で作動し、上記の各係止部材による係止を解除するので、先羽根
用第２駆動部材９と後羽根用駆動部材１２は、順に露光作動を開始する。そして、セット
作動時には、セット部材１５の作動に連動して、上記の二つの係止解除部材が、各々の電
磁石に対して接触させられるようにする。尚、このような作動が得られるようにするため
の構成は種々知られているが、その一例が、特開２００１－２１５５５５号公報にも記載
されている。
【符号の説明】
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　１　　　　　　　　　　　　　　　シャッタ地板
　１ａ，２ａ，３ａ　　　　　　　　開口部
　１ｂ，１ｃ　　　　　　　　　　　長孔
　１ｄ，１ｅ，１ｆ，１ｇ，１ｈ，１ｉ，１ｊ,１ｋ，１ｍ　軸
　１ｎ，１ｐ　　　　　　　　　　　ばね掛け部
　２　　　　　　　　　　　　　　　中間板
　３　　　　　　　　　　　　　　　補助地板
　４，５　　　　　　　　　　　　　緩衝部材
　６，７　　　　　　　　　　　　　鉄芯部材
　８　　　　　　　　　　　　　　　先羽根用第１駆動部材
　８ａ　　　　　　　　　　　　　　被抑止部
　８ｂ，９ａ，１１ｂ．１５ａ，１７ｂ　  被押動部
　８ｃ，１１ｃ　　　　　　　　　　駆動ピン
　９　　　　　　　　　　　　　　　先羽根用第２駆動部材
　９ｂ，１２ａ　　　　　　　　　　取付部
　９ｃ，１２ｂ，１５ｂ，１５ｃ，１５ｆ　押動部
　１０，１４　　　　　　　　　　　鉄片部材
　１０ａ，１４ａ　　　　　　　　　軸部
　１０ｂ，１４ｂ　　　　　　　　　頭部
　１０ｃ，１４ｃ　　　　　　　　　鉄片部
　１１　　　　　　　　　　　　　　後羽根用第１駆動部材
　１１ａ　　　　　　　　　　　　　被係止部
　１２　　　　　　　　　　　　　　後羽根用第２駆動部材
　１３　　　　　　　　　　　　　　ローラー
　１５　　　　　　　　　　　　　　セット部材
　１５ｄ　　　　　　　　　　　　　制動部
　１５ｅ　　　　　　　　　　　　　伝達部
　１６　　　　　　　　　　　　　　抑止部材
　１６ａ　　　　　　　　　　　　　抑止部
　１６ｂ　　　　　　　　　　　　　被伝達部
　１７　　　　　　　　　　　　　　係止部材
　１７ａ　　　　　　　　　　　　　係止部
　１８，１９，２５，２６　　　　　アーム
　２０，２１，２２，２３，２７，２８，２９，３０　羽根
　２４　　　　　　　　　　　　　　先羽根用セットばね
　３１　　　　　　　　　　　　　　後羽根用セットばね



(18) JP 2012-177765 A 2012.9.13

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(19) JP 2012-177765 A 2012.9.13

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(20) JP 2012-177765 A 2012.9.13

【図９】 【図１０】



(21) JP 2012-177765 A 2012.9.13

フロントページの続き

(72)発明者  藤後　佑輔
            東京都板橋区志村２丁目１８番１０号　日本電産コパル株式会社内
Ｆターム(参考) 2H081 AA31  BB01  BB39  CC23 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

